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様式３ 

論 文  内  容  の  要  旨  

氏  名  （    張 煜 ）

論文題名 汪曾祺作品の形成過程についての一考察

論文内容の要旨 

汪曾祺（1920-1997）は中国現代・当代作家の一人である。汪は五四新文学の影響を受けて1930、40年代に創作をは

じめ、文壇にデビューする。後に、文学創作の空白期（1949-1979）を経験し、1980年代に文壇に再登場した。

1980年代、中国文壇は「十七年文学」、「文革文学」を経験した後、「傷痕文学」、「改革文学」、「尋根文学」

等多種多様な文学形式の出現を迎える。その中で、汪曾祺は小説「受戒」（1980）をもって新時期文学に向けて再出

発した。数多くの文学形式の中で、汪の清新な作風は注目を集め、当時の文芸評論界で「汪曾祺ブーム」を引き起こ

した。その後、汪は他の文学流派とは異なる作風で、中国の新時期文学に数多くの文学作品を残した。

汪曾祺の創作は1930、40年代のデビュー期から1980年代の作品の成熟期に至るまでに、方式、形式、手法等の変化

を経験してきた。本稿は汪の創作時期を区分・整理し、汪の各創作時期の人生経験、作品形式、特徴、手法の運用、

及び受けた影響や後の創作時期に影響を与えた創作時期について考察する。とりわけ、晩年期作品が集大成を迎え、

現在に至っても大きな影響力を持つ原因についての検討を行う。また、これらの作業は、五四時期以来の中国文学史

の一側面についての考察でもあり、今後の課題につながる基礎的研究でもある。

本稿の構成は、先行研究についての言及（序章）、汪曾祺の創作生涯における各時期、すなわち幼少期、青年期、

中年期、晩年期についての考察（第一章～第四章）、まとめ（終章）からなる。各章の内容概要を以下のようにまと

める。

序章では、まず汪曾祺研究の二つの発端と「新時期」以来の汪曾祺研究の主要状況を整理していく。汪曾祺研究が

文芸界に大いに注目されはじめた大きなきっかけの一つは1988年末に『北京文学』が主催した「汪曾祺作品研討会」

であった。この討論会での討論は後に『北京文学』の1989年1月号に掲載された。もう一つは1993年第1期の『当代』

誌の「汪曾祺評論小輯」が、汪曾祺作品の評論文や感想文を収録し、その評論特集を出したことである。この二つの

イベント、とりわけ『北京文学』に掲載された「汪曾祺作品研討会」での議論は、後の汪曾祺研究を方向づけるもの

となった。次に、本章は1980年代以降の汪曾祺研究の特徴をまとめていく。1980年代以降の汪曾祺研究は主に以下の

三つの面に集中している。1、汪曾祺小説研究。主に小説の言語、その伝統と意義、文体風格、及びリアリズムや小説

の審美等に収斂する。2、汪曾祺作品の比較研究。例えば、汪曾祺と沈従文の作品の比較研究等。3、汪曾祺散文とそ

の他の文体に関する研究。そして最後に、本稿と関連するいくつかの先行研究を具体的に整理し、そこにおける問題

点を指摘する。数多くの研究者の分析や論点は大いに参考になるが、汪曾祺作品に対する多元的な理解と分析につい

ては十分とはいえないと筆者は考える。例えば、1、汪曾祺の青年期には、意識の流れ小説の創作以外に、晩年期作品

と連続性を持つ作品も存在していることが看過されてきた。2、中年期における革命模範劇「様板戯」（以下、「革命

模範劇」）の創作が晩年期小説に与えた影響についての分析が欠如している。3、汪曾祺の晩年期創作におけるモダニ

ズムの手法は全く重視されてこなかったといった点である。

本稿は先行研究におけるこの三つの問題点を重点的に検討し、また汪曾祺の作品創作に素材を提供した幼少期をも

検討対象とする。すなわち、汪曾祺の生涯を幼少期、青年期、中年期と晩年期の四つの時期に区分し、各時期と作品

創作の関連をそれぞれ検討する。そして汪曾祺及び汪の作品の現代文学、当代文学における位置づけを分析し、汪曾

祺と「先鋒文学」の関係についても言及した上で、中国現当代文学の発展の軌跡の一側面を考察し、今後の課題を研

究する上での基礎づけを行う。

 第一章では、汪曾祺の幼少期（1920-1939）を扱う。主に、汪曾祺が幼少期で受けた古典文学の影響とこの時期の経



験が後の作品に与えた影響という二つの面から検討していく。まず、汪は伝統文化の教育を受け、とりわけ書画等に

関する伝統教育は後の創作や手法に大きな影響を与えた。本章はいくつかの作品を素材としてそれを説明していく。

そして、幼少期の経歴は汪の創作の題材の源であったことを分析する。小説「受戒」（1980）のように晩年期の多く

の作品の題材は、幼少期の故郷観察に由来するものである。

第二章では、青年期（1939-1949）を分析対象とする。本章はまず汪の青年期の経歴と作品を紹介し、そして、この

時期に創作された「復讐」（1941）のような意識の流れ小説、「鶏鴨名家」（1947）のような故郷高郵を題材とする

小説の創作特徴や手法を分析する。最後に、恩師沈従文、西南聯合大学の文学環境、時代背景という三つの面から受

けた影響を通して、汪の創作初期の文学観を考察してみる。

第三章では、中年期（1949-1979）、すなわち汪曾祺の文学創作の空白期を扱う。この時期、汪は京劇や革命模範劇

の創作に集中し、小説作品はわずか三篇しか創作しなかった。本章は、まず汪の中年期の経歴と作品を紹介し、汪が

1955年に改編した京劇脚本「范進中挙」（原作呉敬梓『儒林外史』、清朝古典小説）を例にして、京劇脚本の改編過

程から汪の京劇創作の特徴や初期創作との相違点を検討する。次に、「沙家浜」を例として汪の革命模範劇の脚本の

創作と改編の特徴とその原因を考察し、革命模範劇の改編の成果を改めて強調する。最後に、中年期に創作した三篇

の小説、「羊舍一夕」（1961）、「王全」（1962）、「看水」（1962）について分析し、小説のリアリズムの特徴と

そこに反映される30年間の空白期における汪の生活の実態を明らかにする。

第四章では、汪曾祺の晩年期（1979-1997）を検討する。1980年代の新時期文学に、汪曾祺は小説「受戒」（1980）

で再登場した。本章は、まず汪の晩年期の経歴と創作過程や創作形式を紹介し、晩年期において最も特色を持つ創作

は改作小説と風俗画小説であることを明らかにする。そして、改作小説「異秉」（1981）とその原作（1948）との対

照分析を通して、両者の構成、言語、手法上の相違点を分析する。最後に、「受戒」（1980）、「大淖記事」（1981）

等といった風俗画小説を取り上げ、風俗画小説の構成、言語、創作手法のそれぞれの特徴を分析し、またそのそれぞ

れの特徴によって作り上げられた作品の雰囲気や登場人物の人物像等についても考察を行う。

汪曾祺の創作生涯の各時期を考察することによって、以下のように結論付ける。

1、幼少期の経験は汪の創作に広範な題材を提供し、またこの時期に受けた古典文化の影響が汪の作品形式を多様化

させた。

2、青年期には大学において、五四文学の薫陶や、恩師沈従文、西南聯合大学の文学環境、外国文学の思潮といった

影響のもとで文壇にデビューした。またこの時期、汪は意識の流れ小説の創作を試み、このことは大きな実践的な意

味を持った。

3、中年期の汪は文壇を離れたが、「下放」労働の生活や「革命模範劇」の創作と改編が、汪の晩年期の創作に初期

作品とは違った題材や経験を提供した。この時期は汪の創作生涯の蓄積期であった。

4、汪の晩年期の創作は、独特な作風を持つ「汪曾祺式小説」が作り上げられた。これは政治と文学ジャンルの制限

を打破したものであり、その創作手法はモダンからリアリズムとモダニズムの融合に回帰した。また晩年期の創作は、

文学そのものという本質への追求を意味したものであった。

 最後の終章では、全体をまとめた上で、中国現当代文学における汪曾祺作品の位置づけを検討し、以下の二つのよ

うに結論付ける。1、中国現代文学（1919-1949）において、汪は五四文学の影響を受け、多元的創作を試みようとする

青年作家であり、中国初期の意識の流れ小説を実践した一人であった。2、中国当代文学（とりわけ1980年以降）にお

いて、「先鋒文学」とのつながりや汪の作品の特徴から、汪の晩年期作品は「先鋒的意識」を持つものといえ、各文

学類型の間に存在しつつも、いかなる流派や類型にも属さない。汪の1980年代以降の作品は五四文学の影響下で創作

された初期作品と連続性をもっており、他の文学類型とはそれほど大きなつながりをもたないと考えられる。

 最後に、今後の課題を提起する。それは、汪曾祺の創作生涯が五四時期以来の中国文壇の発展の一側面を反映して

いるとすれば、1949年以降の中国文学ないし中国語文学において、汪のような五四文学の創作伝統を一貫して継承し

てきた他の作家や文学流派はどのような軌跡をたどってきたのかという問題である。例えば、中国古典小説、五四文

学伝統、それに汪曾祺のような作家らの影響を受けた「先鋒文学」はどのような発展をたどってきたのか。これらの

問題を今後の課題として検討したい。
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論文審査ࡢ結果ࡢ要᪨及び担当者  

氏  ྡ  㸦     張     煜      㸧  

論文審査担当者 

 㸦職㸧 氏        ྡ 

主 査   

副 査 

副 査 

副 査 

副 査 

教授 

准教授 

准教授 

教授 

教授 

 青 㔝  繁 治 

  泉  秀 人 

 林    初 梅 

 渡 邉  克 昭 

 高 階  ᪩ 苗 

論文審査ࡢ結果ࡢ要᪨ 

 

 本論文ࠊࡣ中国1ࡢ重80ᖺ代以降ࡶࡗࡶࠊ評価ࡀ高くࠊ注目ࡓࡁ࡚ࢀࡉ作家ࡢ一人࡛あࡿ汪曾祺ࡢ

文学ࢆ扱いࠊそࡢ人物形成期ࡽ晩ᖺわࡿࡓ文学的営Ⅽࡢ全体像ࢆ視㔝入ࡓࢀ意欲的࡞論文࡛あ

ࡓࡗ扱全体的ࢆ文学ࡢ汪曾祺ࠊࡶࡿ論考࡛あࡿࡍ関い汪曾祺࡞数少ࡓࢀ日本語࡛書ࠊࡾ

初ࡢ࡚ࡵ日本語論文࡛あࠋࡿ汪曾祺1ࡀ重」0ᖺ代0』ࡽᖺ代࡚ࡅ創作ࢆ始1ࠊࡵ重『重ᖺ1ࡽ重7重ᖺࡢ

ࡢᑠㄝ以外ࠊい࡚࠾時期ࡢࡽࢀそࠊࡋ注目経歴ࡓࡋ再Ⓩ場文壇1重80ᖺ代ࠊ経࡚ࢆ空白期ࠖࠕ

創作活動ࡶ含࡞ࡲࡊࡲࡉࠊ࡚ࡵ活動従࡛࡞ࡿࡍ得ࠊࡀࡢࡶࡓ最終的1重80ᖺ代ࡢ活Ⓨ࡞ᑠㄝ創

作活動ࢆ準備ࠊࡋ後進ࡢ作家ࡕࡓ大࡞ࡁ影響ࢆ与えࡓいうࢆࡇ明࡛ࡢࡶࡿࡍࡽあࠋࡿ 

 論文ࠕࡣ序章ࠖࠕࡽ終章ࠖࡢ࡛ࡲ全6章ࠋࡿ࡞ࡽ 

汪曾祺研ࡿࡅ࠾中国ࡿ言えࡶ膨大ࠊࡣ目的ࠖࡢ本稿先行研究ࡿࡍ関序章――汪曾祺研究ࠕ 

究ࡢ内容ࢆ整理ࠕࠊࡘࡘࡋ汪曾祺作品ࡢ形成過程ࠖ注目ࡓࡋ研究検討ࢆ加えࠊ西洋モダニࢬムࡢ

影響ࡓࡅཷࢆ青ᖺ期ࡢ作品晩ᖺࡢ風俗抒情式ᑠㄝ㸦風俗画ᑠㄝ㸧連続性ࡀあࠊࡇࡿ空白期

ࣜࡣ晩ᖺࠊࡇい࡞࡛ࡁࡍ否定ࢆ執筆ࡢ革命模範劇ムᑠㄝࢬࣜࣜࡢ編「ࡎわࡢ中ᖺ期ࡿࢀࡉࡶ

࡞ࡿい࡚ࢀࡉ࡞ࡀ用い方ࡓࡋ成熟ࡾࡼࠊࡎࡽ࠾捨࡚࡚ࡶムࢬモダニࠊࡀࡿࢀࡉࡓࡋ回帰ムࢬࣜ

 ࠋࡓࡋ抽ฟࢆ問題Ⅼࡢ

ࠊࡽࡀ࡞ࡋ参照ࢆ散文作品ࡢ汪曾祺ࠊࡣ幼少期㸦1重「0～1重」重㸧ࠖࡢ源――汪曾祺ࡢ第一章 文学ࠕ 

幼少期ࡢ父親ࡿࡼ家庭教育ࠕ書画ྠ源ࠖࠕ書画相通ࠖいう中国ྂ文ࡿࡅ࠾美意識ࡢ形成

 ࠋࡿい࡚ࡌ論ࢆࡓࢀ形࡛表࡞うࡼࡢࡀࢀそ文学作品ࡢ後ࠊࡋ指摘ࢆ

西南聯合大学㸦昆明㸧入学ࡢ1重」重ᖺࠊࡣ開始――青ᖺ期㸦1重」重～1重『重㸧ࠖࡢ第章 文学創作ࠕ 

ࠊୖࡽ 海ࡢ致遠中学教員時代ࠊ京歴ྐ博物館時代ࢆ経࡚漢ཱྀࡢ第女子中学教員時代ࢆ扱࡚ࡗいࠋࡿ

汪曾祺ࠊࡣ各所ࢆ転々ࡽࡀ࡞ࡋ十数編ࡢᑠㄝࢆⓎ表࡚ࡋいࡢࡇࠊࡀࡿ時期ࡢ作品現ࡿࢀỿ従文ࡽ

西南聯合大学ࡢ学問的影響西洋モダニࢬムくヴ࣮ジニ࣭ウࣝフཷࡢ容ࠊࢆල体的࡞作品分

析汪曾祺自身ࡢエッࢭイ࡚ࡗࡼ跡࡙࡚ࡅいࠋࡿ 

京文藝࠘ࠗࠊࡾ࡞社会主義ᨻ権ࠊࡣ空白期――中ᖺ期㸦1重『重～1重7重㸧ࠖࡢ第୕章 文学作品ࠕ 

ࠊࠗࡣ汪曾祺ࡓࡗ࡞編集者ࡢ 儒林外ྐ࠘ྲྀ材ࠕࡓࡋ范進中挙ࠖ࡞京劇ྎࡢ本ࢆ執筆1ࠊࡀࡓࡋ重』7

ᖺࠕࡢྑ派闘争ࠖ࠾い࡚ྑࠕࠊ派ࠖࣞࡢッテࣝࢆ貼ࠊࢀࡽ職務ࢆ解ྠࡿࢀ時ࠊୗᨺ労働

送ࠋࡓࢀࡽそ࡛ࡇ初ࡢ࡚ࡵ肉体労働ࢆ体験ࠊࡋわࡎ」編ࡀࡔそࢆࢀᑠㄝ描い࡚いࡢࡽࢀࡇࠋࡿ体験

革命現代ࠊࡣ開始後ࡢ文大革命ࠋࡿい࡚ࡋ指摘ࠊࡓࡋ蓄積ࢆ題材࡞ࡓ新ࠊࡋ際作品執筆ࡢ後ࡀ

京劇ࠕ沙家浜。ࡉう)ࠖྎࡢ本ࢆ執筆ࠊࡋそ࡛ྂ࡞ࡢい京劇ࡢ歌ࡿࡼ心理描写ࢆ意識ࡢ流ࢀ的

ࠊࡋ指摘ࢆ状況ࡔࢇ込ࡕ持ࢆ手法ࡢムࢬモダニ密࡞ࡢ京劇改革ࠊࡆ広࡛ࡲフࣜࢭࡢ独白࡞

京劇ྎ本ࢆ執筆ࡓࡋ経験ࠊࡀ将来ࡢᑠㄝ言語ࡶ影響ࢆ与えࠊࡓ論࡚ࡌいࠋࡿ 

傷ࡢ文大革命ࠊ文大革命束後ࠊࡣⓎ酵期――晩ᖺ期㸦1重80～1重重7㸧ࠖࡢ第四章 文学創作ࠕ 

跡ࢆ描いࠕࡓ傷痕文学ࠖや社会改革ࢆッえࠕࡓ思文学ࠖࡀ文壇ࢆ席巻ཷࠕࠊ࡞ࡿࡍ戒ࠖいう特

異࡞作品࡛文壇再Ⓩ場ࡓࡋ汪曾祺作品ࡢ意義ࢆ分析࡚ࡋいࡢࡇࠋࡿ時期ࡢ作品ࡣ数ࡀ多いࠊ࡛ࡢ自



 

分ࡢ過去ࡢ作品ࢆ改作ࠕࡓࡋ異秉ࠖやࠗ聊斎志異࠘ࢆ改作ࠗࡓࡋ聊斎新義࠘ࡢ࡞改作ᑠㄝࠊ幼ᖺ期

ࡢ࡞戒ࠖཷࠕう㸧記ࠖいࡔ大淖㸦ࠕࡓࡋうࡼࡋ再現文学ࢆ世界ࡢ画ྂࡋ題材ࢆ体験ࡢ

風俗画ᑠㄝࠊ㔜Ⅼࢆ置い࡚論࡚ࡌいࠊࡀࡿ改作ᑠㄝࡢ分析ࢆ通ࠊࡣ࡚ࡌそࡢ言語表現ࡢ洗練࡚ࢀࡉ

いく過程ࡀ明ࡓࡲࠊࡾ࠾࡚ࡗ࡞ࡽ風俗画ᑠㄝࡢ分析࠾い࡚ࠊモダニࢬムࢆ経࡚ࣜࢬࣜム回

帰ࡿࢀࡉࡓࡋ当該作品ࠊࡀ実ࠕࡣ作家ࡢ入ࠖࠊ࡚ࡗࡼ相対ࠊࢀࡉ非現実的࡞理想ࡢ夢ࡢ世界

㸦僧ࡀ嫁ࠊࡾࢆ肉ࢆ食うࠊそࢆࢀ封建制度縛࡞ࢀࡽい女ࡀ主体的࣮ࣜドࡿࡍ物語㸧࡚ࡋ物語

 ࠋࡿあ࡛ࡢࡶ興味深いࡣいう指摘ࠊࡿࢀࡤ結ࡀ

ࡲࡢ内容ࡓࡌ論࡛ࡲ第『章ࡽ第1章ࡎࡲࠊࡣࠖࡅ位置࡙ࡢそ形成過程ࡢ終章 汪曾祺作品ࠕ 

九ࠕ汪曾祺特ࠋࡿい࡚ࡗ࡞行ࢆࡅ位置࡙ࡿࡅ࠾び当代文学ࡼ࠾中国現代文学ࢆࢀそࠊい࡞行ࢆࡵ

葉詩派ࠖࡢ関係ࠊ技法ୖࠊᮊᮋ詩派や格非࡞先鋒文学ࡢ作家与えࡓ影響ࡀ࡞指摘࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

 日本࡛ࡣ個ูࡢ作品や手法視Ⅼ࡚ࡗࡰࡋࢆ論ࡿࢀࡽࡌ傾向あࡿ汪曾祺࡛あࠊࡀࡿ本論文ࡣ汪曾

祺文学ࡢ形成ࡽ影響ࢆ࡛ࡲ論ࡣ࡚ࡋࡢࡶࡓࡌ初ࡢ࡚ࡵ日本語論文࡛あࠊࡾᑠㄝ作品ࡀ少࡞くࠊ

創作ࡢ労働改造や革命現代京劇ࠊࡅ向ࢆ目ࡶ活動ࡢ汪曾祺ࡢ空白期ࠖࠕࡓࡗ࡞ࢀࡽࡳ顧ࢇ

風俗画ᑠࠕ作品分析ࡢ晩ᖺࠋࡿ視Ⅼ࡛あࡢ独自ࡿࡍ値注目ࠊࡣࡇࡿい࡚ࡋ見ฟࢆ意義࡞ࡁ大ࡶ

ㄝࠖいう概念ࢆᑟ入ࠊ࡛ࡇࡓࡋ汪曾祺研究࡞ࡣ࡛ࡅࡔくࠊ中国文学全体ㄞྍࡢࡳ能性ࢆ広ࡓࡆ

80ᖺ代ࡓࡗい賈ᖹพࠊ阿城ࠊ余華ࠊ莫言ࠊࡀい࡞い࡚ࢀࡽࢀ触ࡣ論文࡛ࠋࡿࢀ思わい࡞ࡣ࡛ࡢ

重0ᖺ代ࢆ代表ࡿࡍ作家ࡶࡕࡓ大࡞ࡁ影響ࢆ与えྍࡓ能性ࠊࡀ本論文ࡢ分析内容ࡽ見࡚ࠋࡿࢀ 

 日本語ࡢ表現意ࢆ尽く࡞ࡏい部分や細い表現ୖࡢ誤ࡀࡾ多くあࠊࡾヂ語ࡀ統一࡚ࢀࡉいࡗ࡞

扱いࡢ先行研究ࡓࡲࠋい࡞ࡣ࡛ࡅいわ࡞ࡀい側面࡞い࡚ࢀࡉ十分考え尽くࡔࡲࡶ構成ࡢ全体ࠊࡾࡓ

 ࠋい࡞ࡣ࡛ࡢࡶう࡞損ࢆ価値ࡢ論文࡚ࡋ全体ࠊࡀࡿい࡚ࡋ残ࢆ欠Ⅼࡶ

 以ୖࡢ分析ࢆふࡲえࠊ論文審査担当者ࠊࡣ全員一致࡛ࠊ本論文ࢆ博士㸦言語文学㸧ࡢ学位ࢆ授与

 ࠋࡓࡋ断ุࡿ論文࡛あࡿࡍ値ࡿࡍ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


